
































































































































































                                        第３章 荒川区読書活動推進プランの展開 

つでも  こでも  れでも 読書に親しみ  かちあう 

 

 

の交感・交流を大きな魅力とする「本を読まない読書」を読書の重要な要素として定義しま

す。 

本が身近でない人に読書の入り口に立つきっかけとして「本を読まない読書」を提供する

ことが、本や読書の関心を高め、今後の人生を充実させ、豊かな心を育む結果となるように

します。また、読書のまち条例を具現化する際に極めて重要となる「読書体験の共有・共感」

がもたらす魅力を契機として、最終的には地域への愛着の醸成と読書のまちづくりへ主体

的な活動推進へとつながることを目指します。 

「本を読まない読書」の機会は、区立図書館を含む区内施設への設置やＳＮＳの使用等、

柔軟な発想と方法で試行し、効果的な読書啓発を図ります。また、この事業でもたらされる

人と人とのつながりと交わされるコミュニケーションが、将来的には読書のまちづくりの

礎となるため、積極的に取り組みます。 

 

 

  

 

「本を読まない読書」 

⇒「他の人と読書を共有・共感してもたらされる魅力を味わう」機会のアイデア 

  ・ 感想文から始まる読書会 

  ・ 展示「この１行にグッときた」「読んで、○○しました」 

 ・ おすすめ本を読んだ子どもが描いた絵と、保護者が子どもに読み聞かせをした時    

の様子等を記した文章、図書館員による本のおすすめポイントを一緒に展示し、 

全世代で楽しむ「図書館員からあなたへオーダーメイドＢＯＯＫフェア」 

（令和４（２０２２）年度子どもの読書活動推進フォーラム「文部科学大臣賞」受賞事業）  
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                   第４章 荒川区読書活動推進の実現に向けて  

 

 

 

 

第１節 本プラン推進のための方策                 

スローガン「いつでも どこでも だれでも 読書に親しみ わかちあう」 

 

世代を問わず、暮らしのあらゆる場面で、すべての人が読書に親しむ環境を

充実することで、読書を介したコミュニケーションを促進します。それにより、

地域と人、人と人をつなぎ、心豊かに暮らすことのできるまちづくりの実現に

つなげていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いつでも 

子どもから高齢者まで、発達段階やライフスタイルに応じた読

書活動を推進し、楽しく身近で快適な読書環境を整えます。また、

日常的に読書を続けるために、本の楽しさや本がもたらす効果、

区立図書館や学校図書館の利活用について周知します。 

自発的に本を選んで読み、楽しむための読書や知識を得るため

の読書を行い、本に対して自分の知識・経験・考え等と照らし合わ

せて意味や価値を見出し表現する「主体的な読書」を推進します。 

また、他者の読書体験を享受することで関心を持ち「新たな視

点」「発想」「価値観」を得て誰かと交感・交流することにより、本

を読みたくなる取組を様々な機会を捉えて展開します。 

   荒川区読書活動推進プランの実現に向けて 第４章 

どこでも 
だれでも いつでも 

読書に親しみ 

わかちあう 

【イメージ図】 
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